
 

 

 

 

 

 

 

横地申１５号の第１回団体交渉後の２

月３日の午後から、作成したパワーポイン

トを掘り下げるということで、「事故・事

象とは関係のない社員・社会人のマインド

教育」が再び始まりました。当該運転士は、

ハラスメント行為を行った区長や管理者

のいる内勤室での業務を命じられ、心身が

耐え切れなくなり、体調不良で急遽年休を

取りました。 

その翌日、病院に行ったところストレス

を原因として１０日間前後の休業加療が

必要と診断されました。これが、会社のい

う「適正な指導の範囲」なのでしょうか。 

職場や団体交渉の中でも本人がハラス

メントを訴え、ハラスメント加害者との接

触もないよう配慮を求めてきた中で、その

声を無視しあえて今までの懲罰的日勤教

育を踏襲する会社姿勢は異常と言えます。 
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